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利上げ加速を一段と促す内容となった、
米消費者物価指数

期間： 2019年12月31⽇～2022年2月11⽇、⽇次
（出所）Bloombergより野村アセットマネジメント作成

期間： 2004年1月～2022年1月、月次
（注）コアCPIはエネルギー、食品除く
（出所）Bloombergより野村アセットマネジメント作成

2022年2月14日

2月16⽇ 米小売売上高（1月）
米鉱工業生産指数（1月）
1月開催のFOMC議事要旨公表

重要
イベント

ポイント① 米CPI、約40年ぶりの高水準

2月10⽇に発表された1月の米CPI（消費者物
価指数）は前年同月比で7.5%上昇し、事前の
市場予想を上回り、約40年ぶりの高水準となりま
した。また、変動の大きいエネルギーと食品を除くコア
CPIにおいても、FRB（米連邦準備制度理事
会）が物価安定の⽬標に掲げる2%の水準を10ヵ
月連続で上回る、6.0%（前年同月比）の上昇
を⾒せ、FRBに、利上げ加速を一段と促す内容を
⽰しました。他方で前月比では、CPI・コアCPIとも
に昨年12月に続く、0.6％の上昇となりました。

ポイント② 大半の項目で前月比の伸び上昇

項⽬別では、家庭用電気料金が約16年ぶりの大
幅な上昇を記録したほか、CPI全体の約1/4を占
める帰属家賃が前月比で0.4%上昇するなど、ほ
ぼ全ての項⽬で、価格の上昇が続きました。対して、
前月比で0.8%の低下となったガソリンですが、直
近ではウクライナ情勢の悪化や米国内での大雪など
の悪天候も相まって、価格の上昇が続いており、来
月発表のCPIでは指数の上振れが⾒込まれる模様
です。このようにインフレが長期化する米国ですが、
足元では持続的な物価上昇要因とされる賃金も
上昇傾向にあり、FRBの早急なインフレ抑制策を
求める声も大きくなっています。

ポイント③ 米10年債利回りは2%台まで上昇

市場では1月のCPIを受け、FRBが3月のFOMC
（米連邦公開市場委員会）にて0.5%の利上げ
に踏み切り、バランスシート縮小の開始時期も前倒
しするとの観測が高まっています。CPI発表後の米
10年債利回りは一時2%台まで上昇したほか、米
ドルも主要通貨に対して上昇基調に推移しました。

米消費者物価指数の推移

米10年債利回りと為替の推移
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